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１
月
26
日
か
ら
通
常
国
会
が
開
か
れ

る
予
定
だ
。
今
年
は
「
太
平
洋
戦
争
の

敗
戦
」
か
ら
70
年
を
む
か
え
る
。「
戦
後

レ
ジ
ー
ム
か
ら
の
脱
却
」
を
信
条
と
す

る
安
倍
首
相
が
安
全
保
障
法
制
の
整
備

に
関
し
、
集
団
的
自
衛
権
が
行
使
で
き

る
状
況
を
「
存
立
危
機
事
態
」
と
位
置

づ
け
、
日
本
が
武
力
攻
撃
を
受
け
て
い

な
く
て
も
、
自
衛
隊
に
よ
る
武
力
行
使

を
可
能
と
す
る
方
針
を
固
め
た
。
こ
の

新
た
な
概
念
を
、
武
力
攻
撃
事
態
法
の

改
正
案
に
盛
り
込
み
提
出
、
成
立
す
る

構
え
だ
。「
戦
争
の
で
き
る
国
」
に
し
て

は
な
ら
な
い
と
声
を
上
げ
続
け
よ
う
。

21日㈬　第26回労文協リレー講座④（札幌市）
27日㈫　第10回執行委員会（札幌市）
28日㈬　第１回拡大闘争委員会（札幌市）
　　　　第１回組織強化・拡大行動委員会（札幌市）
29日㈭　第148回自治労中央委員会（～30日、東京都）
30日㈮　道本部OBL会2015年次定期総会（札幌市）
31日㈯　道本部女性部女性交流集会（札幌市）

１日㈰　道本部女性部政治集会（札幌市）
５日㈭　�第１回男女がともに担う自治労北海道推

進委員会（札幌市）
６日㈮　第120回中央委員会（札幌市）

１月

２月

道本部ホームページ

組合員専用ページは
ユーザー名：minnade
パスワード：danketsu2013

自治労北海道

JICHIRO スケジュール

全道から299人が参加し、2015春闘方針について議論・討論した＝１月９日、札幌市

参加者からも多くの発言があり、方針が補強された

全道から241人が参加し学習を深めた＝１月10日、札幌市

国民春闘討論集会
2015

「
要
求
―

交
渉
―

妥
結
」の
サ
イ
ク
ル
確
立

自治労北海道本部 第120回中央委員会

９：30 開会　　17：00 閉会予定

2015 ２ ６年 日 ９：00 ～受付㈮月

※会場は

北海道自治労会館５Ｆ
札幌市北区北６条西７丁目

　

今
後
、
春
闘
方
針
は
全
道

13
地
方
本
部
で
開
か
れ
る
地

方
本
部
別
春
闘
討
論
集
会
で

議
論
を
深
め
る
。
そ
の
後
１

月
29
～
30
日
の
自
治
労
本
部

中
央
委
員
会
で
意
見
反
映
・

方
針
決
定
し
、
２
月
６
日
に

は
道
本
部
中
央
委
員
会
で
方

能
力
を
引
き
出
し
、
い
か
に

組
織
力
を
最
大
化
さ
せ
る
か

と
い
う
目
的
で
『
人
材
育
成

型
の
人
事
評
価
制
度
』
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
強

調
し
た
。

　

第
２
分
科
会
で
は
、「
総
務

省
通
知
『
臨
時
・
非
常
勤
職

員
及
び
任
期
付
職
員
の
任
用

等
に
つ
い
て
』
の
解
説
と
活

用
」
と
題
し
、
北
川
啓
子
自
治

労
本
部
総
合
民
間
局
組
織
拡

大
オ
ル
グ
が
、
通
知
に
対
す

る
自
治
労
の
考
え
方
と
総
務

省
通
知
の
注
意
点
、
単
組
に

お
け
る
労
使
協
議
の
留
意
点

な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

を
開
い
た
。

　

第
１
分
科
会
は
、「
職
員
と

組
織
を
元
気
に
す
る
人
事
評

価
」
と
題
し
て
小
堀
喜
康
さ

ん
が
講
演
し
た
。

　

小
堀
さ
ん
は
、
岸
和
田
市

人
事
・
研
修
係
長
、
参
事
で

携
わ
っ
た
経
験
を
述
べ
「
人

事
評
価
制
度
＝
昇
給
・
勤
勉

手
当
に
反
映
さ
せ
る
と
思
わ

れ
が
ち
だ
が
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
向
上
の
た
め
に
、
職
員
の

職
員
の
雇
い
止
め
な
ど
の
課

題
に
つ
い
て
提
起
し
た
。

　

基
調
講
演
Ⅱ
は
、
伊
藤
修

埼
玉
大
学
経
済
学
部
教
授
が

「
日
本
の
経
済
情
勢
と
２
０

１
５
春
闘
の
課
題
」
と
題
し

講
演
し
た
。

（
協
約
・
書
面
協
定
）
」
の

取
り
組
み
を
は
じ
め
、
地
公

法
改
正
に
よ
る
人
事
評
価
制

度
へ
の
対
応
、
地
方
財
政
確

立
の
取
り
組
み
、
労
働
者
保

護
ル
ー
ル
改
悪
阻
止
へ
の
取

り
組
み
、
臨
時
・
非
常
勤
等

給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し

を
多
く
の
単
組
で
切
り
離
す

こ
と
が
で
き
た
。
地
方
で
も

今
春
闘
期
が
重
要
な
た
た
か

い
と
な
る
」
と
強
調
し
た
。

　

今
春
闘
の
重
点
課
題
と
し

て
、「
要
求
―
交
渉
―
妥
結

　

伊
藤
教
授
は
「
『
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
』
は
理
屈
も
何
も
な

い
政
策
。『
生
産
―
消
費
』
の

基
本
的
経
済
活
動
が
な
け
れ

ば
お
金
は
出
て
い
か
な
い
。

２
０
１
４
年
４
月
以
降
、
日

本
経
済
は
再
度
失
速
し
て
い

る
」
と
指
摘
し
、「
実
質
賃
金

の
低
下
が
購
買
力
を
低
下
さ

せ
、
現
在
の
景
気
状
況
を
生

ん
で
い
る
」
と
強
調
し
た
。

さ
ら
に
、「
賃
上
げ
は
最
低

限
、
物
価
上
昇
分
以
上
が
必

要
だ
。
日
本
経
済
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
れ
ば
３
％
の
賃
上

げ
が
望
ま
し
い
。
賃
上
げ
は

組
合
員
の
生
活
改
善
や
日
本

経
済
の
た
め
に
な
る
」
と
強

調
し
た
。

　

２
日
目
は
２
つ
の
分
科
会

　

基
調
講
演
Ⅰ
は
、
岸
真
紀

子
自
治
労
本
部
法
対
労
安
局

長
が
「
２
０
１
４
確
定
闘
争

の
中
間
総
括
と
２
０
１
５
春

闘
方
針
の
ポ
イ
ン
ト
」
と
題

し
講
演
し
た
。

　

岸
局
長
は
「
給
与
改
定
と

　

道
本
部
は
１
月
９
～
10
日
、
札
幌
市
・
自
治
労
会
館

５
階
大
ホ
ー
ル
で
「
２
０
１
５
国
民
春
闘
討
論
集
会
」

を
開
き
、
１
３
３
地
方
本
部
・
単
組
・
総
支
部
２
９
９

人
（
う
ち
女
性
54
人
）
が
参
加
し
た
。

針
の
確
認
を
行
う
。
し
っ
か

り
と
議
論
・
意
思
統
一
し

て
、
当
面
す
る
春
闘
に
結
集

を
強
め
正
規
・
非
正
規
を
問

わ
ず
、
す
べ
て
の
働
く
も
の

の
処
遇
改
善
と
給
与
制
度
の

総
合
的
見
直
し
に
反
対
す
る

た
た
か
い
を
強
化
し
よ
う
。

法
36
条
で
政
治
活
動
は
『
制

限
』
さ
れ
て
い
る
が
、『
禁

止
』
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
」
と
し
た
う
え
で
、「
『
制

限
と
禁
止
の
違
い
』
を
理
解

し
、
で
き
る
こ
と
を
し
っ
か

り
と
や
る
こ
と
が
重
要
だ
」

と
呼
び
か
け
た
。

　

学
習
Ⅲ
で
は
、「
教
宣
紙
対

策
」
と
「
ネ
ッ
ト
選
挙
対
策
」

に
つ
い
て
、
渡
部
教
育
情
宣

部
長
と
竹
中
政
治
部
長
が
、

教
宣
紙
を
発
行
す
る
こ
と
の

重
要
性
、
組
合
員
に
よ
り
効

果
的
に
情
報
を
伝
え
る
た
め

の
手
法
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
有
効
に
活
用
し
情
報
発
信

す
る
際
の
留
意
点
や
注
意
点

を
そ
れ
ぞ
れ
提
起
し
た
。

方
本
部
・
単
組
・
総
支
部
２

４
１
人
が
参
加
し
た
。

　

学
習
Ⅰ
で
は
「
統
一
自
治

体
選
挙
と
北
海
道
の
課
題
」

と
題
し
て
、
民
主
党
北
海
道

の
小
川
勝
也
副
代
表
が
高
橋

道
政
の
問
題
点
に
つ
い
て
講

演
し
た
。

 

学
習
Ⅱ
で
は
、
横
路
民
雄

道
本
部
顧
問
弁
護
士
が
「
労

働
組
合
の
政
治
活
動
」
と
題

し
て
講
演
し
た
。

 
横
路
弁
護
士
は
、
公
職
選

挙
法
と
地
方
公
務
員
法
と
の

関
連
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明

し
な
が
ら
、「
地
方
公
務
員
は

特
に
公
選
法
と
は
別
に
地
公

０
１
５
年
度
道
本
部
政
治
学

習
会
」
を
開
き
、
１
０
０
地

 

道
本
部
は
１
月
10
日
、
札

幌
市
・
自
治
労
会
館
で
「
２

講演する横路顧
問弁護士

今
春
闘
が
重
要
な
た
た
か
い

３
％
の
賃
上
げ
が
望
ま
し
い

今
春
闘
に
結
集
し
よ
う

政
治
活
動
は『
禁
止
』で
は
な
い

２
０
１
５
道
本
部
政
治
学
習
会

独自削減を停止せよ！
『総合的見直し』反対！

地公三者 全道庁労連・北教組
自治労北海道本部

１月28日（水）

早朝１時間スト

１月27日（火）12：05 ～
道庁東側前庭

全道昼休み総決起集会

　地公三者は、１月28日を最大の山場に全

組合員・家族署名、超勤点検・拒否などの

戦術を展開し、16年にもおよぶ「独自削減

の停止」「給与制度の総合的見直し反対」を

求め、１月27日の最終交渉まで職場からた

たかいを進める。

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒060-0806　札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電　話　011-747-3211
ＦＡＸ　011-700-2053
編集・発行　渡部　裕幸

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。
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新
年
早
々
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
感
染
し
て
し

ま
っ
た
。
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に

感
染

し

た

場

合
、「

タ

ミ

フ

ル
」
や
「
リ
レ

ン
ザ
」
を
処
方
さ
れ
る
が
、

症
状
が
抑
え
ら
れ
る
だ
け

で
、
根
本
的
な
治
療
薬
で
は

な
い
ら
し
い
。
日
頃
か
ら
の

衛
生
管
理
の
積
み
重
ね
が
大

切
だ
と
痛
感
し
て
い
る
。

　

今
年
は
、
統
一
自
治
体
選

挙
が
あ
る
。
４
年
に
一
度
の

重
大
な
政
治
決
戦
だ
。
私
た

ち
の
職
場
環
境
や
賃
金
労
働

条
件
改
善
の
た
め
に
は
、
一

人
で
も
多
く
の
組
織
内
・
協

力
首
長
・
議
員
を
誕
生
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
政
治

闘
争
は
日
頃
の
運
動
の
成
果

や
組
織
の
現
状
が
現
れ
る
。

「
組
織
強
化
の
た
め
の
特
効

薬
は
な
い
」。私
が
青
年
部
担

当
書
記
時
代
に
学
ん
だ
こ
と

だ
。

　

日
頃
か
ら
の
丁
寧
な
組
合

員
と
の
関
わ
り
、
組
合
員
と

の
往
復
運
動
な
ど
、
地
道
に

積
み
重
ね
て
こ
そ
、
本
当
の

組
織
強
化
が
は
か
ら
れ
、
強

大
な
力
が
生
ま
れ
る
の
だ
と

思
う
。

　

統
一
自
治
体
選
挙
ま
で
約

３
カ
月
。
全
道
の
組
合
員
の

み
な
さ
ん
。
圧
倒
的
な
勝
利

に
む
け
て
、
と
も
に
全
力
で

頑
張
ろ
う
。�

（
引
地
圭
太
）

忙中余話

職
場
だ
よ
り

団体生命の加入を呼びかける、（左から）妹背牛町職・松
浦委員長、小林書記長、北口特別執行委員

【
空
知
地
方
本
部
発
】
妹
背

牛
町
職
で
は
、
昨
年
11
月
25

日
に
全
労
済
自
治
労
共
済
の

「
団
体
生
命
共
済
」
を
取
り

扱
う
た
め
の
単
組
契
約
を
行

い
、
２
０
１
５
年
７
月
発
効

で
の
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

取
り
組
み
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
、
８
月
に
行
わ

れ
た
全
労
済
自
治
労
共
済
推

進
委
員
会
の
「
団
体
生
命
共

済
」
未
取
組
単
組
オ
ル
グ
に

よ
っ
て
、
共
済
推
進
の
意
義

や
組
織
加
入
の
メ
リ
ッ
ト
を

知
っ
た
こ
と
で
し
た
。
９
月

３
日
に
は
、
全
労
済
自
治
労

共
済
北
海
道
支
部
の
鈴
木
さ

ん
を
講
師
に
学
習
会
を
開

き
、
組
合
員
25
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

学
習
会
で
は
、
単
組
役
員

２
人
の
保
険
証
券
を
例
に
し

て
、
同
等
の
保
障
で
団
生
へ

の
切
り
換
え
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

必
要
の
な
い
保
障
を
見
直

し
、
掛
金
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

私
た
ち
公
務
員
の
給
与
削

減
の
波
が
押
し
寄
せ
る
な
か

で
、
充
実
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
立
て
る
た
め
に
も
、

家
計
の
４
大
資
金
の
ひ
と
つ

と
言
わ
れ
る
生
命
保
険
料
の

点
検
・
見
直
し
が
必
要
不
可

欠
で
す
。

た
い
と
思
い
ま
す
。（
妹
背
牛

町
職
書
記
長
・
小
林
雄
二
）

保
険
を
見
直
し
組
合
員
の
生
活
守
ろ
う

　

前
回
、
医
療
・
介
護
総
合

推
進
法
で
医
療
法
が
一
部
改

正
さ
れ
、
勤
務
環
境
の
改
善

等
に
関
す
る
事
項
が
追
加
さ

れ
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
。
こ
の
改
正
の
流
れ
を

作
っ
た
一
因
が
、
自
治
労
の

取
り
組
み
で
あ
っ
た
こ
と
は

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　

２
０
１
２
年
４
月
、
自
治

労
は
、
就
労
看
護
職
員
の
２

０
０
万
人
体
制
実
現
に
む

け
、「
看
護
職
員
の
離
職
防
止

と
労
働
条
件
改
善
を
求
め
る

署
名
行
動
」
に
取
り
組
み
、

連
合
や
地
域
住
民
な
ど
の
協

力
も
あ
り
、
１
６
３
万
筆
の

署
名
を
厚
生
労
働
省
に
提
出

で
き
ま
し
た
。

　

当
時
、
厚
生
労
働
省
か
ら

看
護
師
な
ど
の
「
雇
用
の

質
」
の
向
上
に
関
す
る
報
告

書
が
公
表
さ
れ
、
魅
力
あ
る

職
業
づ
く
り
が
基
本
で
、「
医

療
職
場
の
課
題
」
と
捉
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
。自
治
労
は
、

医
療
現
場
の
努
力
だ
け
で
は

な
く
、
国
や
地
域
が
一
体
と

な
り
取
り
組
む
こ
と
や
、
法

や
制
度
の
整
備
を
す
る
こ
と

の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　

医
療
法
の
改
正
は
、「
署

名
」
運
動
が
現
場
の
声
を
届

け
る
手
段
で
あ
り
、
行
政
を

動
か
す
力
が
あ
る
こ
と
の
証

明
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

分散会では、日頃の不安や不満の声が出された＝12月20日、札幌市

道
本
部
青
年
部
春
闘
討
論
集
会

組
織
強
化
で
運
動
前
進

シリーズ「社会保障制度改革の行方」

『署名運動』が
行政を動かす力

⑦

　

１
日
目
は
、
渡
邊
前
道
本

部
青
年
部
副
部
長
が
「
２
０

１
５
春
闘
の
課
題
と
職
場
で

の
実
践
」
と
題
し
講
演
し
た
。

　

渡
邊
前
副
部
長
は
、
春
闘

情
勢
や
給
与
制
度
の
総
合
的

見
直
し
、
人
事
評
価
制
度
の

問
題
点
に
ふ
れ
な
が
ら
「
ど

ん
な
取
り
組
み
も
職
場
や
生

活
の
な
か
で
実
践
し
な
け
れ

ば
何
も
変
わ
ら
ず
、
そ
の
た

め
に
も
仲
間
と
一
緒
に
一
歩

踏
み
出
す
こ
と
が
大
事
だ
」

と
強
調
し
た
。

　

分
散
会
で
は
、「
基
本
給
だ

け
で
は
生
活
が
厳
し
く
、
時

間
外
や
ボ
ー
ナ
ス
を
あ
て
に

生
活
し
て
い
る
」「
サ
ー
ビ
ス

超
勤
が
当
た
り
前
に
な
っ
て

い
て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上

が
ら
な
い
」「
人
事
評
価
制
度

導
入
で
職
場
実
態
を
知
ら
な

い
上
司
に
評
価
さ
れ
る
の
は

納
得
い
か
な
い
」
と
い
っ
た

不
満
の
声
が
出
さ
れ
た
。

　

２
日
目
は
、
道
下
大
樹
・

道
議
会
議
員
か
ら
、
議
員
と

し
て
の
活
動
報
告
が
あ
り

「
公
務
員
賃
金
は
地
場
の
賃

金
水
準
で
あ
り
、
賃
上
げ
は

必
要
。
そ
の
た
め
に
側
面
支

援
な
ど
最
大
限
努
力
す
る
」

と
力
強
い
決
意
も
出
さ
れ

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
自
分

達
の
思
い
を
政
治
に
届
け
て

く
れ
る
議
員
の
重
要
性
に
気

づ
い
た
」
な
ど
政
治
が
身
近

な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
学
ん

だ
。

　

全
体
討
論
で
は
、「
給
与
制

度
の
総
合
的
見
直
し
の
た
た

か
い
で
、
議
員
に
生
活
実
態

や
制
度
の
問
題
点
な
ど
丁
寧

に
説
明
し
た
こ
と
で
、
当
局

提
案
が
否
決
さ
れ
１
号
俸
抑

制
を
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
政
治
が
生
活
と
密
接
に

関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
た
」「
初
め
て
独
自
要
求
を

取
り
組
み
、
結
婚
休
暇
取
得

期
限
の
延
長
な
ど
を
勝
ち
取

っ
た
。
声
を
あ
げ
る
こ
と
で

現
状
を
変
え
ら
れ
る
こ
と
に

気
づ
い
た
」
な
ど
全
体
で
16

本
の
発
言
で
方
針
が
補
強
さ

れ
た
。

　

当
面
の
闘
争
方
針
で
は
、

「
青
年
部
統
一
要
求
書
行

動
」「
団
結
シ
ー
ル
行
動
」
な

ど
の
取
り
組
み
を
確
認
し

た
。
斉
藤
青
年
部
長
は
「
丁

寧
な
活
動
で
、
一
人
ひ
と
り

が
地
道
に
仲
間
に
関
わ
る
こ

と
で
し
か
組
織
強
化
は
は
か

れ
ず
、運
動
の
前
進
も
な
い
。

学
習
と
討
論
で
気
づ
い
た
こ

と
を
職
場
の
仲
間
に
拡
げ
、

２
０
１
５
春
闘
勝
利
に
む

け
、
一
歩
ず
つ
運
動
を
前
進

さ
せ
よ
う
」
と
集
約
し
た
。

　

通
常
国
会
を
目
前
に
し
て
、
官
僚
や
マ

ス
コ
ミ
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
政
府
や
与
党

の
こ
と
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
話
が
聞

こ
え
て
く
る
。

　

そ
れ
ら
か
ら
見
え
る
の
は
、
役
人
も
与

党
政
治
家
も
、
総
理
や
官
邸
に
モ
ノ
を
言

え
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
役

人
も
与
党
も
政
権
の
暴
走
に
ブ
レ
ー
キ
を

か
け
ら
れ
な
い
雰
囲
気
な
の
だ
。
官
僚
か

ら
も
「
野
党
に
厳
し
い
質
問
を
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
の
、
通
常
で
は
考
え
難
い
発
言

が
飛
び
出
し
て
く
る
。

　

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
、
原
発
問
題
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
多
く
の
政
策
に
つ
い
て
不
安

を
抱
え
て
い
る
方
が
多
い
。
こ
の
不
安
を

現
実
の
も
の
と
し
な

い
た
め
に
も
、
私
た

ち
が
国
会
で
の
存
在
感
を
高
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

１
５
０
日
間
の
常
会
は
、
１
月
26
日
召

集
予
定
だ
が
、
戦
後
最
も
重
要
な
国
会
と

な
る
。�

（
１
月
16
日
、
函
館
に
て
）

戦
後
最
も
重
要
な
通
常
国
会
に
な
る

㉝

吉田　裕哉さ　
　ん

宮崎　希さ　
　ん

大場　光揮さ　
　ん

東神楽町職

苫前町職

積丹町職

参
加
者
の
声

◆
悩
み
を
共
有
で
き
て
よ
か
っ
た

◆
気
づ
く
こ
と
の
重
要
性
感
じ
た

◆
職
場
の
悩
み
吸
い
上
げ
た
い

　

他
の
仲
間
も
休
日
に
イ
ベ

ン
ト
や
事
業
が
あ
り
、
多
く

を
代
休
処
理
さ
れ
て
お
り
、

消
化
も
ま
ま
な
ら
ず
、
休
み

が
取
れ
な
い
悩
み
を
も
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
悩

み
を
共
有
で
き
て
本
当
に
よ

か
っ
た
。

「
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直

し
」
に
つ
い
て
、
そ
の
仕
組

み
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

「
気
づ
く
こ
と
」
の
重
要
性

を
経
験
で
き
同
年
代
の
仲
間

が
こ
ん
な
に
多
く
い
る
こ
と

に
も
驚
き
を
感
じ
た
。

他
単
組
の
職
場
の
悩
み
や
取

り
組
み
が
聞
け
る
の
で
、
そ

れ
を
地
本
内
に
伝
え
て
い
く

と
と
も
に
、
ま
だ
ま
だ
隠
れ

て
い
る
地
本
内
の
悩
み
を
吸

い
上
げ
ら
れ
る
取
り
組
み
を

し
て
い
き
た
い
。

　

超
過
勤
務
で
悩
む
仲
間
の

実
態
を
知
っ
た
。
賃
金
で
は
　

分
散
会
に
参
加
す
る
度
に

　

道
本
部
青
年
部
は
、
12
月
20
～
21
日
、
札
幌
市
・
自

治
労
会
館
で
「
２
０
１
５
国
民
春
闘
勝
利
！
自
治
労
北

海
道
本
部
青
年
部
春
闘
討
論
集
会
」
を
開
き
、
１
０
８

単
組
・
総
支
部
２
７
７
人
（
う
ち
女
性
53
人
）
が
参
加

し
た
。

おーさかさんの「国会だより」
　

２
０
１
３
年
２
月
１
日
号
（
第

２
０
６
３
号
）
で
、
お
休
み
し
て

い
た
「
お
ー
さ
か
さ
ん
の
国
会
だ

よ
り
」
は
本
号
か
ら
連
載
を
再
開

し
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も

組
合
員
の

生
活
を
守

る
た
め
、

道
本
部
や

地
本
推
進

委
員
会
と

連
携
し
、

学
習
会
や

個
別
相
談

会
な
ど
、

運
動
の
継

続
を
は
か

っ
て
い
き


